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第 22 回 全日本女子ユース（Ｕ－１５）サッカー選手権新潟県大会   

大会要項 

 

１．目  的  新潟県における女子サッカーの技術の向上と健全な心身の育成を図り、広く女子サ

ッカーの普及振興に寄与することを目的とし、単独チーム（クラブ申請チーム）に

所属する１５歳から１１歳まで（中学３年生～小学５年生）の登録選手に参加する

資格が与えられる大会として実施する。 

２．名  称  第 22 回全日本女子ユース（Ｕ－１５）サッカー選手権新潟県大会 

３．主  催  （一社）新潟県サッカー協会 

４．主  管  （一社）新潟県サッカー協会女子委員会 中越地区サッカー協会女子委員会 

５．期  日  平成２９年４月２９日（土） ４月３０日（日） 

６．会  場  ４月２９日（土） 

長岡ニュータウン運動公園 人工芝グラウンド（長岡市） 

４月３０日（日） 

吉田ふれあい広場 天然芝グラウンド（燕市） 

７．参加資格 (1)(公財)日本サッカー協会に「女子」の種別で登録した加盟登録チームであること。 

(2)2002 年（平成 14 年）4 月 2 日から 2007 年（平成 19 年）4 月 1 日までに生まれた

女子選手であり、2017 年 4 月 9 日（日）までに本協会に登録（追加登録も含む）

されていること。 

また、小学生以下の選手だけの大会参加申込は不可とする。 

(3)クラブ申請制度の適用： 本協会により「クラブ申請」を承認された「クラブ」に

所属するチームについては、同一「クラブ」内のチームから移籍すること無く、 

上記(1)のチームで参加することができる。この場合、同一「クラブ」内のチーム

であれば、複数のチームから選手を参加させることも可能とする。 

なお、選手は、上記(2)を満たしていること。選手が所属するチームの種別・種別

区分は問わない。 

但し、本大会の予選を通して、選手は他のチームで参加（参加申込）していない

こと。 

(4)外国籍選手：5 名まで登録でき、1 試合 3 名まで出場できる。 

(5)移籍選手：本大会の予選を通して、選手は他のチームで参加（参加申込）してい

ないこと。 

(6)合同チーム：主体となるチームの選手数が 16 名未満の場合、複数チームによる 

「合同チーム」の大会参加を、以下の条件により認める。 

①主体となるチームおよびその選手は、それぞれ上記（1）および（2）を満たし

ていること。 

②合同するチームの選手は、上記（2）を満たしていること。なお、選手が所属す

るチームの種別・種別区分は問わない。但し、本大会の予選を通して、選手は

他のチームで参加（参加申込）していないこと。 
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③極端な勝利目的のための合同チームではないこと。 

④合同チームとしての参加を新潟県サッカー協会女子委員長が別途了承すること。 

⑤大会参加申込の手続きは、それぞれのチームの代表者が協議の上、主体となる

チームが行う。 

 

８．参加チーム 参加チームは(一社)新潟県サッカー協会に登録しているチームとする。 

９．競技方法  ※参加チーム数により変更の場合あり、以下は昨年の実績 

(１) 参加５チームによる総当りリーグ戦とする。 

(２) 競技時間は６０分とし、ハーフタイムのインターバルは１０分間とする。 

(３) 何らかの理由により予定時間までに前試合が終了しなかった場合、全試合終

了 10 分後に、次の試合を開始する。 

(４) リーグ戦における順位の決定方法は、勝３点、引き分け１点、負０点の勝ち

点により勝ち点の多い順に決定する。但し、勝ち点の合計が同一の場合は以

下の項目に従い順位を決定する。 

① 全試合のゴールディファレンス（総得点―総失点） 

② 全試合の総得点 

③ 当該チーム同士の対戦成績（勝敗） 

④ ①～③の全項目において同一の場合は、抽選（当該チーム代表者の立ち会

いによる）により決定する。 

10．競技規則  (1)2017 年度日本サッカー協会制定の「サッカー競技規則」による。 

(2)交代に関しては、試合開始前に登録した最大７名の交代要員の中から 5名までとする。

（自由な交代ではありません） 

                (3)本大会において退場を命じられた選手は、次の１試合に出場できず、それ以降の

処置については大会の規律委員会で決定する。 

        (4)本大会期間中、警告を２回受けた選手は、次の１試合に出場できない。 

11．規  律  規律委員会は、県女子委員長と主管地区女子委員長・規律担当及び参加チームの運

営委員で構成する。 

12．審  判  主審及び副審は、各チームの帯同審判員（４級以上の有資格者が担当する。審判員

は、試合を担当する場合、試合会場に審判証を携帯しなければならない。 

大会本部にて、試合前に審判証の確認を実施する。試合会場に審判証（写真付） 

を持参しない審判は、審判を担当することができない。） 

13．参加申込  (1)参加申込書に登録し得る選手数は２５名以内とする。なお、ベンチ入りの人数は

選手 18 名・代表者 1 名・監督 1 名・コーチ 2 名・トレーナー1 名の 23 名とする。 

         交代要員とその他の選手は、必ず、色違いのビブスを着用しベンチに入ること。 

申込締切りまでに協会登録・振込みを済ませておくこと。(チーム登録・選手登録) 

(2) 参加申込書は所定の用紙で下記の申込宛にメールすること。また、印を押した

エントリー表・プライバシーポリシー同意書は郵送にて申込する。 

＊申込み時に事前確認の為、選手証のコピーもメールか郵送のこと。 
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                (3)申込締切日  平成２9 年４月 9 日（日）ＰＭ９：００必着 

         申込期日が遅れた場合、参加は認めない。 

        (4)申込先   〒954-0174 新潟県長岡市中野中甲 1635 

          中越地区女子委員長（代理）小根山 武重        ℡ 09062522135 

E-MAIL：one-take1967@outlook.jp 

14．参加料 

        (1)大会参加料は、２０，０００円とする。 

        (2)参加料は、申込締切日（平成２9 年４月 9 日）までに、下記銀行口座に振り込む

こととする。（振込み手数料は参加チーム負担とする。） 

銀行名：第四銀行 姥ヶ山支店（うばがやましてん） 

口座番号：１３０６５８０ 

名義名：(一社) 新潟県サッカー協会 女子委員会 代表（緒方 真治） 

(3)振り込む時の振込人の名義は、チーム名で振り込むこと。 

なお、参加申込書、プライバシーポリシー同意書、参加料の振込みを確認できた 

時点で受付完了とする。 

15．組合せ    前年度の結果により決定する。新規参加チームが複数の場合は、大会実行委員会

にて抽選し決定する。 

 

16．選手変更及びメンバー用紙・選手証の確認 

(1) 追加エントリーの場合は指定の追加エントリー用紙に記入し参加申し込み送付

先に４月１６日（日）までに郵送及びメールすること。４月１６日必着。 

  しかし、大会当日、選手証がない場合は出場できない。 

        (2)メンバー提出用紙は、試合開始６０分前までに試合会場で大会本部に提出する。 

17．ユニホーム (1)大会エントリーにおいてユニホームの登録を行う。 

        (2)ユニホーム広告を認める。 

         但し、日本サッカー協会「ユニホーム規程」を遵守し、所属協会を通して日本サ

ッカー協会の承認を得たものに限る。 

                (3)参加申込書送付以後の変更は認めない。尚、背番号の変更も認めない。 

        (4)正の他に、異なる色のユニホーム（副）を参加申込書に記載し、必ず携行するこ

と。審判と類似色のシャツ・ショーツ・ソックスは用いることはできない。 

        (5)背番号は必ず参加申込書に登録された選手固有の番号をつけること。 

        (6)シャツには背番号と胸番号、パンツにも番号をつけることが望ましい。 

18．傷害保険  試合会場では応急処置のみ主催者が行い、以後の手当てはチームの責任として行う。 

参加者全員は、各チームの責任において傷害保険に加入させる。 

19．表彰及び表彰式 

        (1)優勝チームと準優勝チームには賞状を授与する。 

        (2)表彰式は、最終試合終了後に試合会場にて行う。 

        (4)優勝チーム、準優勝チームには、新潟県代表として第２2 回全日本女子ユース（Ｕ
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－１５）選手権北信越大会５月２７日、５月２８日、６月３日、６月４日 新潟

県）への出場権を与える。 

20．代表者会議 ２９日(土)の第１試合７０分前に全チームの代表者で実施する。その際ユニホーム

と選手証を持参する。 

21．落雷時の対応について 

        試合前及び試合中に、落雷の発生並びに発生の可能性がある場合は、即座に試合 

を中止する。その後、完全にその可能性がなくなるまでは、再開しない。尚、予定

された日程が消化できない場合は、運営側と参加側で協議し、後日に順延する。 

22．新型インフルエンザ拡大防止、地震等の災害対応について 

        本大会実行委員会において協議の上決定する。 


